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説明

PC-MMV

Pressure Control-Mandatory Minute Volume 
Ventilation

最小分時換気量を確保するための従圧式換気

換気量保償を用いた従圧式換気

強制換気の一回換気量は、換気量一回換気量によ
り決まります。強制換気の継続時間は、吸気時間
により決まります。 上昇圧力は、圧立上り時間また
は吸気フローの設定により決まります。 
Babylog VN500 が使用できる最大吸気圧は、圧力
制限換気パラメーターによって設定します。 圧力
制限がアラームリミット圧上限にリンクされてい
ない場合、圧上限を使用して圧を制限できます。

この場合、適用される最大圧力は、圧上限よりも
5 mbar (5 cmH2O) 低い値に制限されます。 最大許
容圧が、設定された一回換気量に到達しない場
合、Babylog VN500 はアラームを発生させます。

MMV は SIMV と同様に作動しますが、自発呼吸
が不十分で、定められた最小分時換気量を下回る
場合に強制換気が行われます。自発呼吸が増える
と、強制換気は減少します。最小分時換気量は、
一回換気量一回換気量と呼吸回数呼吸回数の設定
によってのみ決まります。

強制換気の最大回数は、呼吸回数呼吸回数により
決まります。 ただしこれは、自発呼吸が不十分な
とき、またはアプニアが存在するときにのみ行わ
れます。
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